
 

地震観測施設一覧
＊０
（２００６年３月末現在） 

地震調査研究推進本部調べ 

           項 目 高感度地震計 広帯域地震計 強震計 地殻変動 
 

 

  担当機関 陸 海底＊１ TYPE1＊２ TYPE2＊３ 地上 地下 GPS SLR VLBI 歪計等＊４

海底地殻変動

(海底基準局)
地下水

地球 

電磁気
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津波  

 

文部科学省       7       
 

 

 

 

 

 

国立大学 244 6(2) 12*5 34*5 109 14 75   101  19 41 3 5 
 

 

防災科学技術研究所 764 6(1) 22 51 1706 680 4   56  5  
 

 
5 

 

 

海洋研究開発機構  5(2)             4 
 

 

国土交通省     1310 107         75 
 

 

国土地理院       1328  4 5   16 2 27 
 

 

気象庁 188*6 8(2)   585     36   6  84*7 
 

 

海上保安庁海洋情報部       39 1   18  1  28 
 

 

産業技術総合研究所 14   1 2 9 3   16  42    
 

 

合  計 1210 25(7) 33*8 86 3712*9 810 1456 1 4 214 18 66 64 5 228*7 
 

 

（＊０）臨時観測点は対象外。 

（＊１）括弧内はケーブルの本数。 

（＊２）小地震から地球自由振動まで解析可能な周波数帯域をカバーする広帯域地震計。（例：STS1、CMG1T） 

（＊３）微小地震から津波地震のうち比較的卓越周期の短いものまで解析可能な周波数帯域をカバーする広帯域地震計。（例：STS2、CMG3T） 

（＊４）歪計、体積歪計、３成分歪計、傾斜計、伸縮計等を示す。 

（＊５）国立大学の広帯域地震計は、高感度地震計に併設されている、または高感度地震計と兼ねて運用しているため、高感度地震計の内数となる。 

（＊６）気象庁の高感度地震計の中には、ＴＹＰＥ２の広帯域地震計の性能を有する地点が２０点ある。文部科学省施設利用の５点を含む。 

（＊７）他機関（地方自治体等）依存観測点として１０点、他機関観測施設利用観測点として２点を含む。 

（＊８）根室観測施設は、防災科学技術研究所と国立大学との共同観測施設。 

（＊９）この他に、地方公共団体の震度計約２８００地点等がある。 


